
【様式】 

令和７年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（特別支援学校伊賀つばさ学園 ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 一人ひとりの個に応じた教育が行き届き、家庭・地域に信頼される学校 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

○児童生徒が、明るく元気に学校生活を送っている。 

○児童生徒が、個々の適性に応じた進路を実現でき、地域社会で生き生きと生活し

ている。 

ありたい 

教職員の姿 

○児童生徒の理解を深め、本人の希望や個々の実態を踏まえた適切で継続的な指

導・支援が実践できる。 

○人権感覚や専門性を高め、児童生徒それぞれの年齢やライフステージを考慮した

指導・支援が実践できる。 

○チームワークを大切にし、児童生徒の成長を実感することで達成感や充実感が共

有できる。 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

＜児童生徒＞ 

安全で安心して楽しく学習できる環境の中で、友だちと仲良く、体験を通して多く

のことを学びたい。 

＜保護者＞ 

子どもたちの実態やニーズに即したきめ細かな指導・支援を展開し、地域の中で生

活できる力を育成してほしい。 

＜地域企業・施設＞ 

挨拶をはじめとした基本的な生活習慣の確立や自立した生活ができる力を育成し

てほしい。 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜家庭＞ 

児童生徒や学校の様子の情報発信。 

＜他校種の学校＞ 

特別支援教育に関する専門的知識の提

供や研修支援。 

＜地域企業・施設＞ 

児童生徒の教育活動の様子の情報発

信。 

＜家庭＞ 

教育活動に対する理解と協力、家庭での

様子の情報共有。 

＜他校種の学校＞ 

交流及び共同学習の推進、支援に係る継

続的な連携。 

＜地域企業・施設＞ 

体験実習の推進、卒業後の受け入れに係

る体制整備。 



(3)前年度の学校関

係者評価など 

・教育活動について、次年度以降も引き続き地域貢献活動等を通じて地域との交流

を深め、学校の取組を情報発信していくことが重要である。 

・センター的機能を充実させる取り組みを通じて、子どもたちの適正就学がさらに

実現していくように貢献していくべきである。 

・学校行事等において保護者に来校を求める機会が多く、その負担を軽減すること

が望まれる。 

・新規採用の教職員や異校種から異動した教職員が自信をもって特別支援教育に携

われるような研修を進めるとともに、保護者対応や接遇についてのスキルを高め

る取組も必要である。 

・教職員の働き方の平準化、業務の精選などを進めることによっての時間外労働の

縮減に努める必要性がある。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

○児童生徒の障がいの重度・重複化や多様化に加え、児童生徒数の増加が進んでい

る。多様な教育的ニーズに応じるため、教職員の指導力向上と専門性の担保が一層

求められている。 

○社会参加と自立に向けた教育活動は、重要かつ必須のものである。学部によっ

て、その生活年齢や課題から「かかわる力」や「コミュニケーション力」と切り口は違

うものの、それらを重視した取組を行っている。 

○児童生徒の実態に応じた交流及び共同学習を進めている。今後はインクルーシブ

教育の構築に向け、意義や目的を明確化し相手校との共通理解を深めていくことが

重要となる。 

○高等部卒業後を見据え、小中高一貫したキャリア教育や進路指導に取り組んでき

た。今後も、本人の希望や適性を尊重した実習・進路先の開拓を更に進めていく必

要がある。 

学校運営等 

○伊賀地域唯一の特別支援学校として、関係機関との連携や地域の小中学校等へ

の支援を進めている。今後は保育所等への支援も含め、センター的機能の一層の充

実と、特別支援コーディネーターの継続的な育成が求められている。 

○防災訓練や救命講習を計画的に実施し、防災意識の向上を図っている。児童生徒

が安心・安全に生活できるよう、教職員の意識とスキルを高めるとともに、地域と

連携した体制づくりも引き続き行っていく。 

○業務の精選・効率化に取り組んでいるが、業務負担の平準化が課題となってい

る。教職員が支え合える組織づくりとともに、外部の関係機関や有識者の専門的意

見も取り入れた学校運営を継続していく必要がある。 

○特別支援学校に勤務する教職員として、人権を重んじた真摯な態度で児童生徒

の障がい特性等への理解に基づいた適切な支援ができる誠実な姿勢と組織的な対

応力が求められている。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

○児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育支援体制の確立に向けて、学

校全体の研修テーマに基づき学部ごとにテーマを設定し授業研究を行う。学校間交

流や居住地校交流を積極的に進める。 

○特別支援教育のセンター的役割を発揮できる学校づくりを進めるため、教職員

の専門性の向上と、医療・福祉等の関係諸機関との連携強化や教育相談体制を充実

する。 

学校運営等 

○地域社会に開かれた学校づくりを進めるため、学校見学会や公開体験授業等の

取組や組織的な学校諸活動についての積極的な地域発信体制を整備する。 

○教職員が自ら学び生き生きと仕事ができる学校づくりを進めるため、達成感や

充実感を共有できる風通しの良い職場環境整備と業務の精選、平準化及び総勤務

時間の縮減に取り組む。 

 

 



４ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

〇学習指導 

（小学部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高等部） 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童の持っている能力や可能性を最大限に伸ばし、自

立するために必要な「生きる力」を培う。 

【活動指標】 

ア 児童が「何ができるようになるか」を教職員が把握

し、一人一人の発達に応じた適切な支援を行う。 

イ 基礎的・基本的な身辺自立の習得を図るため、継続し

た支援を行う。 

ウ 保護者や関係機関と連携を図り、切れ目のない支援

を行う。 

【成果指標】 

取組評価アンケートを教職員に実施し、成果がみられた

と回答した教職員の割合：８０％以上 

 

○一人ひとりが主体的に社会の一員になるために、互

いに信頼し合い、挑戦し、進歩を目指す教育体制を確立

する。 

【活動指標】 

ア 生徒自身が自ら作業学習の成果を感じられるよう、

地域貢献や販売の機会を設定して生徒が自ら直接関わ

ることができるようにする。 

イ 朝の運動を中心とした各授業を通して基礎的な体力

の向上を図る。 

ウ 各授業において、主体的に自らの役割を果たし、課

題を克服する。 

エ 自立活動においては、保有する感覚を使い、主体的

な意思や行動を引き出すことにより、達成感を感

じられる授   

業づくりを進める。 

【成果指標】 

グループ別に振り返りの時間を設定し、指導内容や

個々の生徒の様子について話し合う。 

年度末に取組評価アンケートを実施し、「活動指標が達

成された」と評価された生徒の割合：８５％以上 

 

○個々の実態に応じたコミュニケーション力を高めると

ともに、将来の社会参加に向けて適切に実践できる力を

身につける。 

【活動指標】 

ア 挨拶や返事を自ら行い、感謝の気持ちなどを表現す

る力をつける。 

イ 自分の思いや気持ちを発信する力、適切に表現する

力をつける。 

（年度末および適宜記載） 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 仲間と協力する力、自ら考えて行動できる力を育て

る。 

エ 学校行事や生活単元学習・作業学習を中心とした学

習活動全体を通して、地域の探究や地域交流を進

める。 

【成果指標】 

定期的な研修及び振り返りを実施する。（学部、学年、作

業班別） 

取組評価アンケートで「成果が見られた」と回答した教職

員の割合：８５％以上 

 

 

〇教育課程 

（教務部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（研修部） 

 

 

 

 

 

 

○学習指導要領に基づいた年間指導計画や個別の指

導計画の作成の定着を図り，カリキュラムマネジメント

を推進していく。また，校務支援システムの円滑な運営

に努める。 

【活動指標】年間指導計画及び学習指導要領網羅表の見

直しを行い活用する。 

【成果指標】各学部で，学習指導要領を踏まえた年間指

導計画や個別の指導計画の話し合いを2回以上もち，

作成する。また，学習指導要領網羅表を使い，取り組ん

だ学習指導要領の内容を確認する。 

 

○相手校との連携をはかり、児童生徒のニーズや実態

に応じた交流及び共同学習を行う。また、校内で実践

の共有を積極的に行う。 

  

【活動指標】 

・直接交流の前後に相手校と打ち合わせや反省、間接

交流を行う。 

・交流後の記録を学部内で共有する。 

  

【成果指標】 

交流を引率した教職員を対象にした取組評価アンケー

トで「直接交流前後に打ち合わせや反省を行った」、「間

接交流を１回以上行った」の回答した割合： 

８０％以上 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

〇進路指導 

（進路部） 

○進路指導計画をもとに継続的な進路指導を推進する。 

○社会体験学習や校内実習、現場実習等を計画的に実施

し、得られた成果や課題を日々の学習活動に反映させ、

次回の取組に活かす。 

【活動指標】 

ア 社会体験学習や各種実習で連携した事業所等との協

議で検討した結果をもとに、現状での課題や次年度

への改善点を明らかにする。（随時） 

  

※ 



イ 個別の指導計画、進路学習の関連を整理し、小学部か

ら高等部までの１２年間の連携を意識した進路指導の

あり方を考察する。 

【成果指標】 

ア 進路指導計画をもとに、外部機関との連携や進路学

習について、各学部の代表者間で情報交換し検討する

機会を設ける。（年間２回以上） 

イ 取組評価アンケートで「成果や課題を日々の学習に反

映できた」と回答した教職員の割合：８０％以上 

ウ 高等部生徒の希望に添った進路先の決定：１００％ 

〇生徒指導 

（生指部） 

○安全教育の推進と危機管理に対する実践力を高め、

児童生徒が安心・安全に学校生活を送ることができる

ようにする。 

【活動指標】 

ア 児童生徒がお互いを認め合い、よりよい人間関係を

構    築できるよう仲間を大切にする学習や集団づく

り、教職員の児童生徒指導の充実を図る。 

イ 訓練等を実施し、職員研修の充実を図り、実践力（初

動の徹底、教職員間の連携、協力体制）を高め、教職員一

人ひとりが役割を理解し、状況に応じて迅速に対応で

きるようにする。 

 

【成果指標】 

ア 学校行事などを通じて、仲間を大切にする学習や集

団づくりに取り組んだことにより、児童生徒がお互いを

認め合い、よりよい人間関係の構築につながったと感

じられた教職員の割合 80％以上。 

イ 危機管理マニュアルに沿った対応に加え、具体的な

状況を想定した訓練に取り組むことができた教職員の

割合80％以上。 

 

  

〇健康推進 

（健推部） 

 

 

○健康的な生活習慣の定着  

○児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育支

援体制の確立  

 

【活動指標】  

○運動・栄養・健康の観点を大切にし、現在の状況に対

応した取組や啓発を行う。  

【成果指標】  

ア スポレク集会終了後、教職員及び参観保護者に「満

足度アンケート」を実施し、達成目標値８０％。  

イ 食教育と保健教育における取組について、保護者

に「満足度アンケート」を実施し、達成目標値８０％。 

 

 

 

  

改善課題 

（年度末に記載） 

（２）学校運営等 



学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

○職員研修 

 （研修部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人権・同和推進

部） 

 

 

 

 

 

○研究テーマ「主体性の扉を開ける支援の在り方 

～自己選択・自己決定を促す指導内容・指導方法に

ついて深める～」に沿って研究を推進する。 

  

【活動指標】 

校内研究会５回、任意研究会５回、研修に関する積極

的な情報発信 

  

【成果指標】 

取組評価アンケートで「一年間の研究活動で、学びや

教育活動のモチベーションが高まった」と回答した教

職員の割合：８０％以上。 

 

 

 

○差別の現実から深く学ぶことで人権意識の向上を

めざし、自己を振り返ることで子どもの人権を尊重し

た関わりができるように取組を進める。 

【活動指標】 

校内研修の実施と、フィールドワーク、ＨＲＣ凪への参

加、あわせて三人教大会、名同協などの校外研修を進

めるとともに、「子どもの人権を尊重した関わり方・チ

ェックシート」（6月、10月、1月）で自身の人権意識を

振り返る。 

【成果指標】 

校外研修（フィールドワーク、ＨＲＣ凪、三人教大会、名

同協等）への参加が１回以上の教職員の割合が９０％

以上 

年間３回「子どもの人権を尊重した関わり方・チェッ

クシート」を実施し、結果を自身で振り返る中で、1

年間で子どもの人権を尊重した関わり方ができた

と回答した教職員の割合が８０％以上。 

（年度末および適宜記載） 

※ 

○地域支援 

（教育支援部） 

 

○校内外の児童生徒に対する支援の充実を図るとと

もに、それを通して教職員の専門性を高める。  

【活動指標】 

発達段階に合った教材教具の提示を目的とした一覧

等の作成、校内OT支援の利用の拡大等を図り、校内

支援の充実をはかる。  

【成果指標】 

・発達段階に合わせた教材教具の提示が年間 1 回以

上。 

・巡回と相談で年間８０回以上。 

○特別支援教育のセンター的機能を発揮できる学校

づくりにつとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 



【活動指標】 

校内外のニーズを把握し、特別支援教育だよりを発行

して情報発信を行う。   

【成果指標】 

特別支援教育だよりを、校外向け年間４回以上、校

内および保護者向けを３回以上発行。 

○情報発信 

（情報図書部） 

 

 

○学校と保護者や地域の双方向の発信ができる環

境づくりを推進する。 

○ＩＣＴ教育の環境整備を行う。 

【活動指標】 

ア 定期的にホームページでイベントの情報や児童生

徒の活動の様子を発信する。 

イ日常における業務において個人情報等、情報管理

に対して高い意識を持って取り組む 

ウ 児童生徒の障がい特性やニーズに応じて、タブレ

ット端末等のＩＣＴ機器を活用した授業を行う。 

【成果指標】 

ア 年間４５回以上ホームページを更新する。 

イ 情報管理に関する研修を行ったり、定期的に情報

管理に関するアンケートをとったりする。 

ウ 年度末に教職員アンケートを行い、ＩＣＴ機器を活

用した授業を行った教職員の割合を９０％以上にす

る。 

 

※ 

○危機管理 

 （総務部） 

 

○名張市指定避難所としての本校の避難所運営にお

ける教職員の役割分担を明確にする。  

 

○教職員の防災意識を高める。  

 

【活動指標】  

ア 教職員の防災意識を高めるため、救命講習への

参加を強く呼びかけ、近年での受講修了率を高

める。  

イ 危機管理マニュアルの整理を行うとともに、各部

署に適切な数を配付し情報共有を図る。  

ウ 家庭訪問や懇談等を通じて備蓄持参を保護者に

呼びかけ、教職員にも周知を図る。  

エ 美旗まちづくり協議会、名張市危機管理室との連

携を継続する。  

【成果指標】  

ア 防災に対する意識が向上したと答える教職員の

割合70％以上 

イ 非常食の持参の確認を年１回以上行う、持参率

80％以上 

 

 

○組織運営 ○会議等の効率的な運営や業務の精選と平準化によ

る総勤務時間の縮減に取組、教職員のウェルビーイン

グの向上をめざす。 

【活動指標】 

ア 放課後に開催する会議の精選や業務の平準化に

よる時間短縮 

 

 



イ 月１日の定時退校日と年５日の学校閉校日の設定 

ウ 若手・新転任教員から構成されるアセスメント委

員会の開催 

エ 学校信頼向上委員会の開催 

【成果指標】 
ア ６０分以内で終了する会議の割合：８０％以上 
  時間外労働を月４５時間超０人、年３６０時間超
０人 

イ 定時退校日に定時に退校できた教職員の割合：８
０％以上 

  時間外労働を月１時間削減（１０時間以内）月４５時

間超０人、年３６０時間超０人 

ウ アセスメント委員会の開催：３回 

エ 学校信頼向上委員会の開催：年３回以上 

○事務処理の的

確化 

（事務部） 

〇迅速かつ的確な事務処理にあたり、常にコンプライ

アンスを意識し、個人情報の取り扱いに留意する。 

【活動指標】 

児童、生徒保護者へ学校諸費、就学奨励費等について

通知する際における誤封入による個人情報漏洩を防

止する。 

【成果指標】 

誤封入による個人情報漏洩：０件 

 

 

改善課題 

（年度末に記載） 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

（年度末に記載） 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 
（年度末に記載） 

学校運営について

の改善策 
（年度末に記載） 

 


